
熊本交通運輸株式会社

常務取締役 吉川 誠

令和 4 年 1 月 19 日

青果・花きにおける物流生産性向上への取組み

概要：ホワイト物流賛同を契機とした輸送効率化と

ダブル連結トラック活用の取り組み
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熊本交通運輸の概要

商号 熊本交通運輸株式会社

所在地
〒861-2212 
熊本県上益城郡益城町平田2240-1

創業 1972年（昭和47年）4月1日

資本金 9,000万円

代表取締役 住永 金司

社員数
熊本交通運輸グループ全体800名
（令和３年12月現在）

保有車両台数
熊本交通運輸グループ全体522台
（令和３年1２月現在）
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熊本交通運輸グループの拠点

グループ拠点

熊本県下７拠点

中部（三重）営業所

広島営業所

福岡営業所

鹿児島県下3営業所

沖縄営業所

中部・広島営業所は地元での営業活動
のほか、今後中継拠点としての役割を模
索中。
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ホワイト物流に取組む社会的背景 1

日本国の総人口及び生産年齢人口の推移

出典：「国土の長期展望」中間とりまとめ 概要（国土審議会政策部会長期展望委員会）

7



ホワイト物流に取組む社会的背景 2

〇全産業と比較した物流業界の求人倍率（出典：厚生労働省「職業安定業務統計」）

全産業平均より約2倍高い
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ホワイト物流に取組む社会的背景 3

〇全産業と比較した物流業界の労働時間と年間賃金（出典：全ト協アクションプランより）
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ホワイト物流に取組む社会的背景 4

〇物流業界の年齢構成及び女性ドライバーの就労状況（出典：全ト協アクションプランより）
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１．物流の改善提案と協力

２．パレット等の活用

３．荷役作業時の安全対策

４．異常気象時等の運行の中止・中断等

５．雇用の促進
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熊本県農産物生産概況 1

主な農産物の生産量と出荷順位（農林水産省平成29年データより抜粋）

上表が示す通り熊本県は全国屈指の農業県であり、平成29年度の農業産出額は全
国6位、生産農業所得も全国6位となっており、食糧生産基地として重要な役割を担っ
ています。私たち運送事業者は生産者が丹精込めて作られた商品を消費地へお届けす
る大変重要な役割を担っており、“インフラ”の一翼を担っている責任があります。

単位 千トン 千トン 千トン 千トン 千トン 千トン 百万本 百万本

全国計 737.2 331.1 307.8 48.3 155.0 163.7 50.0 101.0

熊本 熊本 高知 高知 茨城 栃木 熊本 長野

128.2 47.0 41.7 20.6 40.0 25.1 17.6 13.3

北海道 千葉 熊本 熊本 北海道 福岡 和歌山 熊本

62.3 39.0 31.4 5.6 24.9 17.7 11.4 12.1

茨木 山形 群馬 千葉 熊本 熊本 福島 福岡

48.0 32.2 24.6 3.7 20.2 10.8 5.5 9.2

愛知 鳥取 福岡 鹿児島 青森 静岡 北海道 北海道

46.6 20.6 21.1 2.7 10.4 10.6 4.0 5.2

千葉 長野 茨木 茨木 山形 愛知 高知 山形

39.4 19.3 17.8 2.7 10.3 10.1 2.1 5.2
５位

スイカトマト イチゴメロンなす しようが

３位

４位

カスミソウ トルコギキョウ品目

１位

２位
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花き輸送効率化取組み 1

熊本県上益城郡益城町に拠点を設置し、花きの集約・仕分け・発送業務を運営。

県下各地のJAから集荷

定温倉庫にて仕分け積込み

各市場へ配送
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花き輸送効率化取組み 2

定温倉庫外観 倉庫庫内

庫内温度計15℃
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花き輸送効率化取組み 3

切り花については一部、水入り容器を使用し鮮度保持を行っている。

エルフバケット
幅23㎝
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花き輸送効率化取組み 4

縦：165㎝（積載時200㎝）

横：110㎝

奥行：80㎝

カゴ台車

トラック荷台

カゴ台車22台
積載可能

カゴ台車

荷台40㎝がデッドスペースとなる
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花き輸送効率化取組み 5
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花き輸送効率化取組み 6
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花き輸送効率化取組み 7

カゴ台車へ市場別に積み付けが終わった状態
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花き輸送効率化取組み 8（動画）
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花き輸送効率化取組み 9
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花き輸送効率化取組み 10（動画）
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花き輸送効率化取組み 11
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花き輸送効率化取組み 12

熊本県下各JAより集荷した商品
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花き輸送効率化取組み 13（動画）
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花き輸送効率化取組み 14

トラックへのバラ積み付け（経験・コツが必要）
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花き輸送効率化取組み 15

選果場作業 センター作業 センター積み 市場降し

バラのみ（A） 2:00 1:00 1:00 1:00 5:00

カゴ併用（B） 0:45 0:15 0:30 0:30 2:00

（A）-（B） 1:15 0:45 0:30 0:30 3:00

所要時間／10ｔ１車
合計種別

作業時間の変化

カゴ化の効果として、選果場内の手荷役作業の減少により作業時間

の短縮が図られた。

30



目次

１．会社紹介

２．ホワイト物流に取組む社会的背景

３．花き・青果物輸送の現状と輸送効率化

（１）熊本県農産物生産概況
（２）花き輸送効率化取組み
（３）青果物輸送効率化取組み
（４）アドバンス事業紹介

４．ダブル連結トラック活用の取組み

31



青果物輸送効率化取組み 1

青果物のバラ積み付け作業風景 ⇒ 作業時間が長く身体的負担大
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小口パレット積みではこのデッドスペースが課題

青果物輸送効率化取組み 2
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パレット ➡ パレット積替えが課題

青果物輸送効率化取組み 3
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青果物輸送効率化取組み 4

T11型パレットが有効とは限らない
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青果物輸送効率化取組み 5

本社定温倉庫にて一時保管プラス15℃ プラス5℃
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アドバンス事業紹介 1

〇対象品目 ：青果物（イチゴ）
〇荷主 ：JA熊本経済連・JA八代・JA上益城
〇事業者 ：熊本県農協青果物輸送改善協議会・熊本交通運輸
〇検証事項 ：熊本発大阪着の往路便においてパレットを用いた輸送を実施

労働（荷役）時間の短縮について検証

車庫 JA集荷所 車庫

車庫 倉敷市場 神戸市場
大阪北部
市場

京都
市場

積込 積込

A ドライバー 拘束時間約5時間30分 ⇒ 3時間20分

B ドライバー 拘束時間約14時間30分 ⇒ 13時間

輸送行程イメージ

ドライバー
交代
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アドバンス事業紹介 2

積込み作業
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アドバンス事業紹介 3
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アドバンス事業紹介 4

〇 積込み現場において人的・物的労力など追加費用が発生

集荷場でのトラックへの積み付け
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アドバンス事業紹介 5

〇 卸売市場での荷降し作業時間が総じて減少

〇 市場側での仕分け作業においても労力が発生

卸売市場での荷卸作業 天井照明によりウイングが解放できない
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アドバンス事業紹介 6

仕分け・積付 荷積 市場待機 市場降し

従来作業（A） 0:47 2:45 0:15 2:30 6:17 100%

アドバンス（B） 1:34 1:11 0:08 1:08 4:01 64%

（A）-（B） 0:47 1:34 0:07 1:22 2:16 36%

増加 減少 減少 減少 減少 減少

積載率種別
所要時間／10ｔ１車

合計

従来との比較

仕分・積み付けに係る時間は発生したがトータルでの時間は減少。

積載率に課題を残した。
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アドバンス事業紹介 7

卸売市場における作業認識
実証実験中は趣旨を理解したうえで荷降し作業は全て市場側で実施したが、荷降しま
でを運送事業の業務と認識をしている現場も多い（意識改革が必要）。

平成29年11月4日よりルール改正
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【現状の運行イメージ（九州⇒北陸）】

車両 ： 増㌧車
運行 ： 陸送＋フェリー（ワンマン運行）
荷姿 ： バラ積降し

ダブル連結トラック活用の取組み 1
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↓
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↓
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点

呼

（19：30）

4時間30分

2日目拘束 10時間30分

時間の余裕なし

【課題】

１．出発 ⇒ フェリー乗船時間がタイト。
２．バラ積降し ⇒ 「コツ」・「経験」が必要なため、属人化している。
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ダブル連結トラック活用の取組み 2

【課題】
１．バラ積降しのため、作業時間が長い。
２．異形物・重量物があり、積み付けにコツ・経験が必要。
３．増便手配が難しい（敬遠される）。
４．乗務員・作業員の身体的負担が大きい。
５．フェリー乗船時間がタイト

ダブル連結トラック導入前（バラ積み）の作業風景

47



ダブル連結トラック活用の取組み 3

荷姿 メリット デメリット

バラ積み ・積載効率が良い
・配送コストが安い

・積降しに時間を要する
・商品取扱いに習熟が必要
（属人化）
・重量物取り扱いが発生
（身体的負担増）
（女性・高齢者には困難）
・荷崩れしやすい

パレット積み ・拘束・作業時間の短縮
・労働環境の改善
・作業の平準化
・発着地点での接車バース
回転効率がよい
・女性、高齢ドライバーの活用
・パレット単位で商品追跡が可能

・積載効率が悪い
・配送コストが高い
・パレット回収が必要

【結論】

労働環境の改善に繋がればとの考えからパレット積みを採用。

発着地負担軽減及び労働環境改善のためバラ・パレット積みを比較する。
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運行形態を考察。

ダブル連結トラック活用の取組み 4

運行形態 メリット デメリット

大型バラ積み（現状） ・積載効率が良い
・配送コストが安い

・フェリー乗船時間がタイト
・積降し時間を要する

リレー運行 ・法令遵守が可能
・拠点によっては日帰り運行が可
能

・拠点立寄りが発生
（高速割引が減少）
・複数拠点が必要
・不具合発生時の責任所在が
不明確

２マン運行 ・法令遵守が可能
・一気通貫の運行が可能
・高速割引を最大限活用

・プライバシーに配慮しなけれ
ばならない
・日帰り運行が困難

【結論】

中継拠点の問題があり、2マン運行を選択。
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ダブル連結トラック活用の取組み 5

業界全体の傾向として走行キロ、輸送量は増加傾向
それに対しドライバー数は減少傾向
ドライバーに対する負荷は増加傾向
このことを踏まえYKK AP様と協議を進めながら21mダブル連結トラックの導入を決定

全長２１mダブル連結トラック

トラクタ約9.6m トレーラー約７m

車種別荷台長 積載容積

大型 9.6m 基準

セミトレ 12.5m 1.3倍

ダブル連結トラック 16.6m 1.7倍

バラ積み：6,500㎏／台

👇

パレット積み：9,000㎏／台へシフト
積載量を向上させ、且つ、ドライバー
の労働環境改善に繋げた。
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【運行イメージ（九州⇒北陸）】
運行 ： 陸送（２マン運行：ラウンド便）
荷姿 ： パレット積降し

ダブル連結トラック活用の取組み 6
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【効果】
１．法令遵守が可能
２．積降し作業時間の短縮
３．積載量の向上
４．誰にでもできる体制構築 （作業の平準化 ）
５．乗務員の身体的負担軽減
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ダブル連結トラック活用の取組み 7

パレタイズ 積込 待機 荷降し

バラ積み（A） 0:00 4:30 1:00 3:00 8:30 100%

パレット積み（B） 2:00 0:30 0:15 0:30 3:15 130%

（A）-（B） 2:00 4:00 0:45 2:30 5:15 30%

増加 減少 減少 減少 減少 増加

種別
所要時間

合計 積載量

運行後の所要時間の変化及びドライバーヒアリング
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ダブル連結トラック活用の取組み 8

ＹＫＫ ＡP（株）九州ＤＣ様構内で撮影

積載率はバラ積み⇒パレット積みに変更したことで減少したが、その減少分をダブル連結ト

ラックの大量輸送で補い、増便の発生を抑制。

将来に向けて高齢者・女性ドライバーの雇用促進に繋がるものと期待している。
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ご清聴ありがとうございました。

熊本交通運輸株式会社

社訓：和を以て会社の信条と心得よ

【お問合せ先】

TEL：096-286-2304

HP：https://kumako-co.jp
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